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令和２年度ＳＳＨ探究科課題研究計画発表会 

「ジグソー法＆デザイン思考による課題解決案の ideation」 

SSH 委員会・２年探究実践 

 

平成 30 年度から「課題研究計画発表会」を新設し、テーマ設定と研究計画段階における指導を強化してきた。

７～８月の研究活動が充実し、最終的な研究の質も向上するなど成果が挙がっている。一方、１時間の時間設定

では、十分な質疑応答が行われないという課題もあった(H30 研究開発実施報告書 24p 参照)。また、仮説に掲げ

ているデザイン思考によるグループワークが、２年次の課題研究の展開や発表と結びつきが明確でなかった。そ

こで、本年度はデザイン思考の要素を取り入れたグループワーク形式で本発表会を計画した(表 1)。 

 

（１）日程 令和２年（2020 年）７月 13 日（月）15:45 ～ 16:35 

（２）場所・対象 本校大講義室・２学年探究科生徒７９名、教員２２名、学校長 

（３）仮説・ねらい 

・研究計画（仮説、検証方法）を発表することで、研究方法が明確になる。 

・ジグソー法とデザイン思考を取り入れたグループワーク形式で研究計画発表会を実施することで、研究計

画に関する新たな課題発見が促され、チームとしての課題解決案形成 (ideation)につながる。 

・ジグソー活動（グループワーク形式）で発表会を実施することで質疑応答が活発化し、生徒の主体性と協

働力を高めることができる。 

（４）実施内容 

準備  

研究計画書、Goodjob シート、タブレット PC、マジック、付箋（赤・青・黄）、消せる紙 

   方法 

○ジグソー活動（３０分） ＊A→B→C→Dの順で発表、①〜③を繰り返す。 

各研究班の出身者１名ずつで構成されるジグソー班で研究計画を発表し、質疑応答を行った。 

出された意見や質問については、エキスパート活動時に研究班のメンバーに説明できるようにした。 

①個人発表（３分）研究計画書の内容を口頭で説明した（図１）。 

②質疑応答（４分）付箋(*)に質問や意見を書き、発表者に伝え「Goodjob シート」に貼った（図２） 

               (*質問→黄色 ネガティブな意見→青 ポジティブな意見→赤) 

図１ ジグソー活動での発表の様子                 図２ 付箋(意見)を説明する様子 

○エキスパート活動（２０分） 

・研究班ごとに集合し、出された質問や助言などについて情報共有した（図３）。 

    一枚の消せる紙にまとめ、議論の内容を「見える化」した（図４）。 

    まとめをスマートフォンで撮影し保存する→google ドライブで共有した。 

・研究計画を再検討し、研究計画書を修正する。 

 



図３ エキスパート活動の様子                図４ 生徒のまとめ 

 

 

 

表１ 課題研究の流れとデザイン思考の関係 

 授業内容 デザイン思考との関連 

１ 6/15(月)探究課題の「問い」をつくるワークショップ 

クリエイティブシンキングにより、発想を広げる。(報告書参照) 

Empathize（共感・理解する） 

問いを設計する 

２ 6/22(月) 問い（研究テーマ）の明確化、研究チーム結成 

前回の授業で創造された２０種類の「問い」について、独創性や社

会的意義・科学的意義などの観点で議論。「研究テーマ申請書」を

作成し、教師と議論し考えを深めた。 

Define（定義・明確化する） 

情報を広く深く集める 

３ 

４ 

6/29(月)研究計画書作成開始 調べ学習・研究室訪問、議論 

7/6(月)研究計画書完成→提出 

５ 7/13(月)研究計画発表会（本時） 

ジグソー法による発表会とまとめを行った。 

Ideate（開発・想像） 

情報を整理する 

６ 7/20(月) 研究計画書（修正 ver）提出 

予備調査・実験→まず、やってみる！作ってみる！ 

実験→思考→実験→思考・・Do と Think を繰り返す 

Prototype（原型をつくる） 

Test（試験する） 

ストーリー化する 

 

（５）評価 

事後の意識調査では「興味」「成長」「課題発見」の３項目についてアンケートを実施した。そう思う、どち

らかといえばそう思うと回答した生徒の割合は「興味をもって取り組めた」９９％、「成長に役立ったと感じる」

９９％、「自分なりの疑問が浮かび、課題研究のテーマ設定の参考になった」９３％と多くの生徒が本プログ

ラムを肯定的に捉えたことが明らかとなった（図５）。 

  図５ 生徒の評価 

     ①興味            ②成長             ③課題発見 
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